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研究歴比較のためのエゴセントリックタイムライン
Egocentric timeline for comparison of researchers’ histories
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It has been inevitable for researchers to design their own careers considering diverse career paths, since post-
doctoral research posts for researchers in Japan have been decreasing for these years. Then, we have been developing
egocentric timeline to enable such researchers to design their careers taking into account research histories of other
researchers. In the egocentric timeline, life events of a user and another researcher are aligned based on user’s age
instead of absolute age. The egocentric timeline can enable the user to consider the thought toward career path
of other researchers easier than other timeline interfaces. We investigate the possibility of the egocentric timeline
in researchers’ career design with an experiment to compare other timeline interfaces, upgrade in generation of the
timeline, and acquisition of research histories from researchers who have just succeeded in acquiring research and
non-research jobs.

1. はじめに
研究者のキャリアデザインを考える上で，研究者は自分自身
で進路のデザインを行う必要があることを前提とする必要があ
る．政府は 1991 年から大学院生倍増化計画を打ち出し，これ
に伴い大学院進学者は増加したが，彼らの就職先となる研究職
のポストは減少傾向にあり，企業としても大学院出身者を即戦
力として扱いづらいという現状がある [濱中 07]．しかし，若手
研究者側としてもこのような現状を踏まえ，自発的に研究職以
外の選択肢も視野に入れたキャリアデザインを行う姿勢も必要
とされている [濱中 07]．このように，今後多様化するであろう
若手研究者のキャリアパスを考慮し，研究者のためのキャリア
デザインへの介入が求められる．
著者らは，研究者が自身のキャリアデザインを独力で行うた
めに，他の研究者の進路と自身の進路との比較を通じて，キャ
リアデザインが行えるツールの開発を行っている [鈴木 07]．他
の研究者の進んだ進路，および置かれた状況をテキスト化した
ものを本研究では研究歴と呼ぶ．そして，他の研究者とユーザ
自身の研究歴の比較を，ユーザの年齢を時間軸にしたタイムラ
インであるエゴセントリックタイムラインを通じて行い，過去
の振り返り，現状の分析，そして将来の目標設定を行えるよう
にすることを目標とする．

2. 関連研究
2.1 研究歴に関する情報
比較対象とする研究者の置かれた状況の理解にはその研究
者の状況に関する詳細な情報が必要となるが，既存の研究者
情報サービスではこのような情報の入手は難しい．また，研
究者へのインタビューにより研究者の生い立ちをまとめた文
献がすでに存在しており [科学技術振興機構プレスルーム 05,
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Brockman 08]，これらを他の研究者の置かれた状況を理解す
るためのリソースとすることも可能である．しかし，これらは
研究である程度の成果を挙げた経験のある研究者の手によるも
のが多く，中には参考にできる情報はあるものの若手の研究者
の視点でこれらの情報を消化することは難しい．また，一部は
Webに掲載されている情報もあるが，時系列に沿って構造化さ
れているわけではなく，直接研究歴を比較できないという問題
点もある．以上を踏まえ，若手研究者の視点で参考になる情報，
つまり若手研究者の研究歴そのものを蓄積した上で，研究歴比
較が容易になるよう，時系列に沿って研究歴を構造化するとい
う解決策が必要となる．

2.2 研究者キャリアデザインの技術的支援
本節では，他の研究者との研究歴比較を試みた研究について
言及する．まず，[清水 06]は，女子学生・女性若手研究者向け
に，彼女らのロールモデル（キャリアデザインの目標とする相
手）となりうる女性研究者の学生時代の成績や研究業績を提示
することで，このロールモデルを目標にキャリアが進められる
システムを構築している．しかし，目標の数値化によりロール
モデルを発見しやすくなるものの，その目標に近づくためのプ
ロセスについて明示的に考慮しているわけではない．そして，
研究者のキャリアをパターン化し，これに基づき複数のゴール
が設定されたゲームのプレイを通じて研究者キャリアの理解を
促す試みもある [Kato 06]．第三者の視点から研究者のキャリ
アを理解するという点ではこのゲームは貢献しうるものの，パ
ターン化の時点で研究者のキャリアに存在する多様性が失われ
るため，1. 節に挙げた背景を考慮すると多様化するキャリアパ
スを反映するにも限界がある．

2.3 研究歴比較
本研究では，他の研究者との情報交換の足場として研究歴の
比較に注目する．まず [加納 06]は，自身の人生を「履歴図」と
して外化することで，自身の履歴を客観的に振り返ることがで
き，今後の自己の生き方のコントロールが行えるとしている．さ
らに，研究歴の比較とはすなわち自分自身の時間軸の中で他の
研究者の人生をシミュレートするとみることもできる．このよ
うな他者の研究履歴のシミュレーションは，キャリアデザイン
の中で自身の態度や行動の変化を促す可能性がある [Fogg 03]．
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図 1 エゴセントリックタイムラインに基づく研究歴比較画面

これらのことから，研究歴の比較はキャリアデザインの中で重
要な役割を担うと考えられる．

3. エゴセントリックタイムライン
3.1 エゴセントリックタイムラインの設計
エゴセントリックタイムラインは，以下のプロセスで生成さ
れる．

1. まず，ユーザの生まれた時刻を tself0，比較対象の研究者の
生まれた時刻を tother0 とする．

2. そして，あらかじめ登録した人生の中の出来事をイベン
トと呼ぶこととし，時刻 tself1 , tself2 , . . . , tselfn に起きた
n 個のユーザに関するイベントを eself1 , eself2 , . . . , eselfn

とし，同様に時刻 tother1 , tother2 , . . . , totherm に起き
た比較対象の研究者に関する m 個のイベントも
eother1 , eother2 , . . . , eotherm とする．

3. この際，各 i = 1, 2, . . . , m について，イベント eotheri の
起きた時刻 totheri に時刻 tself0 − tother0 の差を加えて時刻
をずらし，仮想イベント e′otheri

を生成する．
4. イベント eselfj (j = 1, 2, . . . , n)，および仮想イベント

e′otheri
(i = 1, 2, . . . , m) の情報を通常の時系列を用いた

タイムラインインタフェース上に列挙する．

上記のプロセスを経て図 1のようにユーザに呈示され，自身と
比較対象の研究者の時代背景の違いや考え方の違い，そして自
身が比較対象と同じ状況に置かれた場合の対処について，各イ
ベント e′otheri

ごとにコメントが残せるようにする．さらに，一
連のこのコメントを踏まえ，将来のキャリアに関するコメント
も別途残せるようにする．

3.2 イベントの入力
前述のような研究歴比較を行う前提として，各ユーザの研究
歴の入力が必須である．しかし，各ユーザにとって幼少時から
現在に至るまでの履歴の入力は大きな負荷がかかりうる．また，
どのような出来事をイベントとして入力すべきかの指針を示せ
ば，ユーザにとっては入力の手がかりとすることができる．そ
こで，[Schein 03]のキャリア・アンカー（キャリアを歩んでゆ
く上で自身の中にもつ不変の考え方や価値観）に関するインタ
ビューの項目を参考に，

• 大学での専攻分野
• 大学院で起きた印象的な出来事
• 人生の中で大きな節目となった時期

の 3 点を初期のイベントの入力の手がかりとし，必要に応じて
新たなイベントが登録できるようにする．

3.3 今後の課題
まず，エゴセントリックタイムラインにより比較対象の研究
者の考えを採り入れながら自身のキャリアデザインを構築す
るプロセスを評価する必要がある．この際，比較対象のインタ
フェース（テキストの羅列のみ，eselfj と eotheri のタイムライ
ン上の比較）を用い，追加登録したイベントの量，コメントの
量や質の評定，質問紙を指標とする．また，ユーザ間のコメン
ト共有によるキャリアデザイン構築への影響も今後の課題とし
て検討する．
そして，エゴセントリックタイムラインに関しても，今回は
仮想イベントの生成を比較対象の研究者の生まれた時刻を基準
に行うが，さらにユーザの研究歴に近づける手法を考える必要
がある．たとえば，各イベントに「学部生」「修士」「企業勤務」
などというタグを各ユーザが付加できるようにし，このタグに
基づき，よりユーザ自身の研究歴に近づくように仮想イベント
を生成することを将来的に目指す．
さらに，比較対象の研究者についても検討が必要である．あ
まりにユーザとかけ離れ過ぎた研究者との比較ではユーザが参
考にできる情報が少なくなる可能性がある．そこで，たとえば
大学院生やポスドクの研究者がパーマネントの研究職を得たり，
新たなキャリアパスを開拓したりしたばかりの方の研究歴を参
考にすることができれば，より多くの参考にできる情報を得る
ことが可能と考えられる．このような研究歴をもつ方の協力を
得ることも今後の課題である．
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